
ブラタモリ、伊豆へ！
舞台は、４月に「ユネスコ世界ジオパーク」として認定され、世界から注目を集める伊豆半島。
首都圏からの手軽なリゾート地として、年間４５００万人が訪れる超人気観光スポットです。
今回、番組が注目したのは“天城越え”。
石川さゆりさんの歌でも有名な“天城越え”は、今では、伊豆の南北を結ぶ人気のドライブ
ルートとなっていますが、実ははるか昔から、伊豆を歩く旅人たちを悩ましてきた、
とんでもない交通の難所として知られていました。
“天城越え”とは、温泉街・湯ヶ島をスタートし、“浄蓮の滝”を経て、標高700ｍあたりにある
天城峠を越えて、太平洋側の河津へ抜けるルートの事。
ではなぜ、そこまでして人々は天城を越えたかったのでしょうか？ 
名曲『天城越え』の歌詞をじっくり読み解きつつ、タモリさんが２回にわたって、
人生初の“天城越え”に挑みます。
“天城越え”を困難にしている最大の理由は、標高1000メートル級の山が連なる天城連山。
伊豆半島の真ん中を横切るようにそびえています。
実は、この険しい山々が誕生した理由が湯ヶ島の温泉宿の“名物風呂”で分かるのです
が・・・
一体どういう事？
実は、伊豆は日本でも非常に面白い地形の場所だった！？
さらに伊豆随一の観光名所「浄蓮の滝」へやってきたタモリさん。落差25ｍの滝じゃなくて、
すぐそばの岩盤を見てタモリさんが発見した意外な事実とは？
伊豆の名産品といえば、なんといってもワサビ。実はわさびと滝、切っても切れない関係
にあるというのですが･･･その秘密を、“わさび田”の中に潜入して解明します。
そして地元ならではのわさびの食べ方に、タモリさんも感激の涙？
さらに険しい山道に挑むタモリさん。重要文化財にもなっている明治のトンネル「天城随道」
へ。その入り口にある大きな石が物語る、伊豆の人たちの知られざる戦いの痕跡とは？


	ページ 1

